
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

１月２８日、ＪＡＬ闘争を支える音威子府の会第１０回総会を開催しました。 

総会は、道内全域に新型コロナ感染症まん延防止重点措置が発令中で、短

時間ではありましたが、会員、地区労組合員３６名が参加しての開催となり

ました。 

ＪＡＬ不当解雇撤回闘争も、不当解雇から丸１１年が経過しました。 

この間、解雇撤回訴訟で不当判決が確定した一方で、会社の不当労働行為

も確定しています。一昨年来、超党派国会議員によって、ヒアリングなどが

行われましたが、ＪＡＬ会社は一向に解決に動こうとはしていません。 

そうした中、新たに結成された JAL 被解雇者労働組合(JHU)は、交渉に応

じない国交省を団交拒否として都労委に提訴しました。 

音威子府の会は、今総会において会費と物資販売を見合わせ、JHU への直

接支援として、定期的にカンパを取り組むことを決定しました。 

こうした財政的支援で、実効性のある解決へつなげていきたいと考えます。 

会員各位・地区労組合員の皆さんにより一層のご協力をお願いします。 

 

◎JHU 闘争支援 

カンパにご協力ください◎ 

【取り組み目標】 

団体：１口 ３，０００円 

個人：１口 １，０００円 

  地区労組合員は単産集約 

  その他会員は事務局集約 

  

 不明な点などは 

事務局（ユニオン杉山） 

までご連絡ください。 

 

【新役員体制】 

代  表 小西 邦広（地区労政治局）再 

副 代 表 米澤 美香（地区労・診療所労組）再 

事務局長 杉山  均（地区労・ユニオン）再 

事 務 局 小西 雄大（地区労・ユニオン）再 

     大竹 雅人（地区労・自治労）再 

     越智 史則（自治労）再 

     渡部 定治（ユニオン）新 

 以上のような体制になりました。 

向こう1年、勝利解決に向け奮闘したいと思い 

ます。皆さんのご協力をお願いします 


